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03 運 搬 工

03－01 諸資材の運搬

03－01－100 運搬工の適用について

(1) 運搬費を積算するときは、運搬すべき資材、数量、距離等を検討のうえ最も経済的な方法で算定する。

(2) 林道工事において構造物が土工事より先行しなければならない場合、すなわち未成道路で資材等の小運搬を要

する場合には、小運搬費を計上することができる。

ただし、施工上順次路体を構築しながら行うことが一般的であることから、運搬に要する距離は200ｍ程度ま

でとし、過大とならない範囲とすること。

03－01－200 運搬方法

材料
土 砂 ｾﾒﾝﾄ、鋼材

ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ
ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ

（砂・砂利・玉石等） 二次製品等
（積、張、連結）

（平 張）
コンクリート

車種
積 石

車道幅員 ダンプトラック 普通トラック ミキサー車

3.0ｍ以上 10ｔ車
６ｔ車又は８・

４ｔクラス～4.5ｔ車
4.4m3

10ｔ車クラス ～4.5m3

2.5ｍ以上 ２ｔ車 ２ｔクラス 1.6m3

1.7ｍ以上
テーラー 距 120ｍを超えるもの 80ｍを超えるもの 100ｍを超えるもの

小 車 離 120ｍ以下 80ｍ以下 100ｍ以下

0.5ｍ以上 小 車

0.5ｍ未満 人 肩

車 道 幅 員 運 搬 方 法

備考１ 乗継運搬と単独運搬の何れを選ぶべきかは比較検討のうえ、経済的な方を採用するものとする。

２ 索道運搬を採用する場合は、上記の諸運搬等が不適当であって人肩運搬と比較して経済的な場合に採用する

ものとする。

３ 人肩運搬は原則として採用せず、仮設道路等を考慮し、別途運搬方法を決定するものとする。

使用する場合は道路幅員0.5ｍ程度以下の場合及び諸車運搬及び索道運搬に比較して経済的な場合又は他の

運搬方法が不適当な場合に採用するものとする。

４ 本表は通常の場合の基準であるので、これにより難い場合は経済的な運搬方法を決定すること。

５ 20ｍ以下の小運搬は布設手間に含まれている場合があるので留意すること。

03－01－300 貨物自動車運賃計算

土石及び諸資材の運搬費の積算にあたっては、次の基準により行うこととする。

(1) 土石については、03－02の「土工用ダンプトラック運搬」により行う。

(2) 諸資材については、森林土木事業適用単価表の42「一般貨物運送事業の貸切運賃（距離制運賃率表）」による。

(3) 運搬材料と車種及び計算方法

運 搬 材 料 車 種 規 格 計 算 方 法

セメント、木材、鋼材 普通トラック
10ｔクラス、４ｔクラ 「一般区域貨物自動車運送事業

ス８ｔ、６ｔ、 貸切り運賃料金」

２ｔクラス

ブロック（積、平張、連結）
〃

４ｔクラス～4.5ｔ
〃

積石 又は２ｔ ２ｔクラス

土石（土砂、砂利、栗石、
ダンプトラック

10ｔ、４ｔ 土工用ダンプトラック運搬歩掛

玉石）等 ２ｔ （ 人 力 積 込）

土石（土砂、砂利、栗石、
〃

10ｔ、４ｔ 土工用ダンプトラック運搬歩掛

玉石）等 ２ｔ （ 機 械 積 込）

備考 ダンプトラックのうち、人力積込方式で計算するのは、土石等を採取又は残土処理等に使用

する場合で、かつ、その量が50m3以下の場合とし、それ以外は原則として機械積込方式で計算

すること。
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ただし、現地に積込機械がある場合は、上記によらず機械積込とすること。

03－01－400 普通トラック積卸

表1.1 普通トラック積卸歩掛

（車／回当たり）

車 種 ２ｔ車クラス ４ｔ車クラス 10ｔ車クラス

積 卸
積 込 荷 卸 積 卸 積 込 荷 卸 積 卸 積 込 荷 卸 積 卸

区 分

車両留置時間(分) 50 50 100 60 60 120 90 90 180

積卸し歩掛値(人) 0.52 0.52 1.04 0.63 0.63 1.26 0.94 0.94 1.88

備考１ 本表は１日８時間、５人稼働として算定している。

２ 適用にあたっては、普通作業員として車扱運賃（普通トラック距離制）に加算すること。

３ 現場着価格となっている諸資材の積卸には適用しないこと。

（参 考）

(1) 普通トラック積卸について

ア 単体重量が31kg以上の資材は、原則として機械による積込取卸（クレーン等）により計上する。

イ 単体重量が30kg以下の資材は、人力による積込取卸を計上する。

10ｔ車クラスの場合、90分（車両留置時間）÷（60分×８時間）×５人＝0.94人（積・卸共）とする。

(2) 距離制運賃の算定

① 基準運賃

ア 基準運賃は、森林土木事業適用単価表42.陸運料金の「一般貨物輸送事業の貸切り運賃（距離制運賃率表）

早見表」による。

イ 原単価で、運搬距離の不足運賃を加算すべきこととなる資材については距離の差額運賃を加算する。

② 悪路割増適用区間の運賃

運搬経路内に、悪路割増適用区間がある場合には悪路割増適用区間距離を算定し、別途運賃を加算する。

悪路割増適用区間の運賃

(ア) 路盤材（切込砂利）をゾーン単価において悪路割増適用区間が５kmある場合。

1.0m3当たり単価＝「ゾーン単価」＋悪路割増距離による加算額

(イ) 生コンクリートを悪路割増適用区間12kmで、12ｔコンクリートミキサ車で運搬する場合。

1.0m3当たり単価＝「地区単価」＋悪路割増距離による加算額

(ウ) 単位当たりの運賃計算

１車１回当たり運賃＝基準運賃（資材価格も含む）＋差額運賃＋悪路割増適用区間運賃＋（積込取卸費）

∴単位当たり運賃（資材価格も含む）＝１車当たり運賃÷積載量

（注）悪路割増適用区間とは、「道路法による道路及びその他の一般交通の用に供する場所、並びに自動車道以

外の場所」である。

ａ）資材運搬のための仮設道及び木材運搬のための作業道とする。

なお、路盤工を造成している仮設道は、悪路割増の対象としない。

(3) 車扱運賃の特殊な場合

① 運搬量が採用標準車種の積載量に満たない場合（少量苗木も含む）

運搬量に見合った車種を採用する。

例えば、10ｔ車クラス乗入れ可能な現場においても、運搬量が２ｔまでは２ｔ車クラス、４ｔまでは４ｔ車ク

ラスの運賃を適用する。

（例１）運搬量 3.2ｔ 運搬距離20kmの場合

４ｔ車クラス採用 運賃Ａ円（４ｔ車クラス・20km）

積卸料＝４ｔ車積卸料金×
3.2ｔ（運 搬 量）

＝Ｂ円
クラス 4.0ｔ（標準積載量）

Ａ＋Ｂ＝Ｃ（設計運搬費）

Ｃ÷3.2ｔ＝Ｄ（１ｔ当たり運搬費）
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